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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月11日(2017.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、以下では、
コネクタ、ヘッダハウジングおよびソケットハウジングの長手方向をＸ方向、コネクタ、
ヘッダハウジングおよびソケットハウジングの幅方向（短手方向）をＹ方向、図２９から
図３２におけるコネクタの上下方向をＺ方向として説明する。また、ソケットおよびヘッ
ダは、図２９から図３２に示す状態における上側を上下方向上側（表面側）、下側を上下
方向下側（裏面側）として説明する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５３】
　また、ソケットハウジングやヘッダハウジング、その他細部のスペック（形状、大きさ
、レイアウト等）も適宜に変更可能である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５４】
　１０　コネクタ
　２０　ヘッダ
　２１　ヘッダハウジング
　２２　ヘッダ側信号用端子
　２２ａ　付け根部
　２２ｃ　凹部
　２２ｅ　被係止部
　２３　ヘッダ側電源用端子
　２３ａ　付け根部
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　２３ｃ　凹部
　２３ｅ　被係止部
　２４　ヘッダ側保持金具
　２４ａ　固定端子
　３０　ソケット
　３１　ソケットハウジング
　３１ｓ　外面
　３１ｔ　側面
　３１ｕ　底面
　３２　ソケット側信号用端子
　３２ａ　付け根部
　３３　ソケット側電源用端子
　３３ａ　付け根部
　３５　片部
　３６　片部
　３４　ソケット側保持金具
　３４ｄ　固定端子
　３４ｊ　第１の固定端子
　３４ｋ　第２の固定端子
　３４ｅ　外壁面
　３４ｆ　外面
　４０　第２の回路基板
　４１　回路パターン
　５０　半田
　６０　第１の回路基板
　６１　回路パターン
　７０　半田
　Ｒ１～Ｒ５　接点部
　Ｃ１、Ｃ２　接点
　Ｘ　長手方向
　Ｙ　短手方向（幅方向）
　Ｚ　上下方向
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